 評価規準表　３年「１章  式の展開と因数分解」　　◎十分満足と判断できる規準　　○おおむね満足と判断できる規準
	節
	項
	項の目標
	観　　点　　別　　学　　習　　状　　況　　の　　評　　価　　規　　準

	
	
	
	数学への関心・意欲・態度
	数学的な見方や考え方
	数学的な表現・処理
	数量・図形についての知識・理解

	１

多項式の計算
	１  式の乗法，除法

	　土星のリングの面積を考えることを通して，式の計算に関心を持ち，多項式と単項式の乗除や多項式の積の展開のしかたについて理解し，その計算に習熟する。
	◎土星のリングの面積を考えることを通して，式の計算に関心を持ち，多項式と単項式の乗除や多項式の積の展開に進んで取り組もうとする。
○多項式と単項式の乗除や多項式の積の展開に関心を持って取り組もうとする。

	◎式を一つの文字でおきかえたり，数の計算から類推して，多項式と単項式の乗除や多項式の積の展開のしかたを見いだすことができる。
○多項式と単項式の乗除や多項式の積の展開を，長方形の面積で考えたり，数の計算と同じように見ることができる。
	◎多項式と単項式の乗除や多項式の積の展開ができ，同類項があればまとめて簡単にしたりすることができる。
○多項式と単項式の乗除や多項式の積の展開ができる。                 
	◎多項式と単項式の乗除の計算のしかたが説明できる。また，展開することの意味を理解し，展開のしかたを説明することができる。
○多項式と単項式の乗除の計算のしかたを理解している。また，展開することの意味，展開のしかたを理解している。

	
	２　乗法の公式

	　(x＋a)(x＋b)の展開，平方の公式，和と差の積の公式を使って，一次式の積の展開ができる。

	◎乗法の公式を使うと，（ａ＋ｂ）（ｃ＋ｄ）＝
ａｃ＋ａｄ＋ｂｃ＋ｂｄのように順番に展開するよりも効率的に計算できるよさに関心を持ち，進んで計算に取り組もうとする。
○乗法の公式を使って式を展開することに，関心を持って取り組もうとする。
	◎（ａ＋ｂ）（ｃ＋ｄ）の展開や面積図から(x＋a)(x＋b)の展開，平方の公式，和と差の積の公式を筋道立てて導くことができる。
○（ａ＋ｂ）（ｃ＋ｄ）の展開や面積図から(x＋a)(x＋b)の展開，平方の公式，和と差の積の公式を考えることができる。
	◎乗法の公式を使って，いろいろな式を展開することができる。
○乗法の公式を使って，式を展開することができる。
	◎乗法の公式を説明することができる。
○乗法の公式を理解している。


	２

因数分解
	１  素因数分解

	数についての理解を深め，自然数を素因数分解することができる。
	◎素因数分解に関心を持って積極的に取り組もうとする。
○素因数分解に関心を持って取り組もうとする。
	◎自然数を因数の積になおしていくと，素数だけの積になり，１通りに表されることを見いだす。
○自然数を因数の積になおしていくと，素数だけの積に表されることがわかる。
	◎手際よく自然数を素因数分解することができる。
○自然数を素因数分解することができる。
	◎因数，素数，素因数，素因数分解することの意味を説明することができる。
○因数，素数，素因数，素因数分解することの意味を理解している。               

	
	２  因数分解

	　因数分解の意味を理解し，共通因数を取り出したり乗法の公式を利用したりして，多項式を因数分解することができる。
	◎一つの多項式をいくつかの式の積の形で表すことに関心を持ち，いろいろな式の因数分解に取り組もうとする。
○一つの多項式をいくつかの式の積の形で表すことに関心を持ち，因数分解に取り組もうとする。
	◎式の共通因数を展開の逆とみたり，数の素因数分解と同じようにみることができる。
○式の共通因数を展開の逆とみることができる。
	◎共通因数を取り出したり，乗法の公式を利用して，いろいろな多項式を因数分解することができる。
○共通因数を取り出したり，乗法の公式を利用して，多項式を因数分解することができる。
	◎因数，因数分解の意味を説明することができる。
○因数，因数分解の意味を理解している。

	３
式の計算の利用
	１  式の計算の利用
	　これまで学んできた式の計算を利用して，数の計算を簡単にしたり，整数や図形の問題を解決したりする。
	◎式の展開や因数分解を利用して，進んで問題を解決しようとする。
○式の展開や因数分解を利用して，問題を解決しようとする。
	◎具体的な場面で，式の意味をよみとったり，式を目的に応じて変形したりして，数量の関係を考察することができる。
○具体的な場面で，式を変形したりして，数量の関係を考察することができる。  
	◎式の展開や因数分解を使って，いろいろな問題を解決することができる。
○式の展開や因数分解を使って，問題を解決することができる。
	◎問題解決において，どのような場面で式の展開や因数分解が利用できるかを理解している。

○問題解決に，式の展開や因数分解が利用できることを理解している。



評価規準表　３年「２章  平方根」　　　◎十分満足と判断できる規準　　○おおむね満足と判断できる規準
	節
	項
	項の目標
	観　　点　　別　　学　　習　　状　　況　　の　　評　　価　　規　　準

	
	
	
	数学への関心・意欲・態度
	数学的な見方や考え方
	数学的な表現・処理
	数量・図形についての知識・理解

	１

平方根
	１  平方根
	　数の平方根の意味や根号を使った表し方，平方根の大小など，平方根について理解することができる。
	◎平方根に関心を持ち，進んで調べようとする。
○平方根に関心を持って調べようとする。
	◎正方形の面積と１辺の長さの関係から，新しい数を見つけることができ，面積の大小から平方根の大小関係を導くことができる。
○正方形の面積と１辺の長さの関係から，新しい数を見つけることができる。 
	◎いろいろな数の平方根を求めたり，平方根の大小を不等号を用いて表したりすることが手際よくできる。
○数の平方根を求めたり，平方根の大小を不等号を用いて表したりすることができる。
	◎平方根の必要性や意味，根号の意味や使い方を説明することができる。
○平方根の必要性や意味，根号の意味や使い方を理解している。

	
	２　平方根の値
	　数の平方根の意味を理解し，電卓を用いてそのおよその値を求めることができる。
	◎平方根の値を求めることに関心を持ち，進んで取り組もうとする。
○平方根の値を求めることに関心を持って取り組もうとする。
	◎√5の近似値を小数第1位，第2位，・・・と求め，限りなく続く小数であることを明らかにすることができる。
○√5の近似値を小数第1位，第2位，・・・と求め，限りなく続く小数であることがわかる。
	◎数の大小関係を利用して，平方根の値を何桁でも求めることができ，電卓を用いて平方根のおよその値を求めることができる。
○数の大小関係を利用して，平方根の値を求めることができ，電卓を用いて平方根のおよその値を求めることができる。
	◎平方根のおよその値の求め方や，数直線上に表すことができることについて説明できる。
○平方根のおよその値の求め方や，数直線上に表すことができることについて理解している。

	２

根号をふくむ式の計算
	１  根号をふくむ式の乗法，除法

	　根号をふくむ式の乗法，除法や式の変形，根号をふくむ式の値を求めることなどができる。
	◎根号をふくむ式も，これまで学習した数と同じように乗法，除法ができることに関心を持ち，進んで計算に取り組もうとする。
○根号をふくむ式の乗法，除法の計算に関心を持って取り組もうとする。
	◎根号をふくむ式の乗法や除法，変形を，平方根の意味にもとづいて導くことができる。
○根号をふくむ式の乗法や除法，変形を，平方根の意味にもとづいて考えることができる。
	◎根号をふくむ式の乗法，除法や，変形，値を求めることを，手際よく処理することができる。
○根号をふくむ式の乗法，除法や，変形，値を求めることができる。
	◎根号をふくむ式の乗法，除法や値を求めることについて説明することができる。
○根号をふくむ式の乗法，除法や値を求めることについて理解している。

	
	２  根号をふくむ式の計算
	　根号をふくむ式の和と差や，根号をふくむ式の積の計算ができる。
	◎根号をふくむ式の和と差や，根号をふくむ式の積の計算について関心を持ち，進んでその計算に取り組もうとする。
○根号をふくむ式の和と差や，根号をふくむ式の積の計算に取り組もうとする。
	◎数の計算や文字式の計算と同じようにして，根号をふくむ式の計算ができることを見いだすことができる。

○根号をふくむ式の計算を，数の計算や文字式の計算と同じように考えることができる。
	◎根号をふくむ式の和と差や，根号をふくむ式の積を手際よく正確に計算することができる。
○根号をふくむ式の和と差や，根号をふくむ式の積の計算ができる。            
	◎根号をふくむ式の和と差や，根号をふくむ式の積の計算について説明することができる。
○根号をふくむ式の和と差や，根号をふくむ式の積の計算について理解している。            


評価規準表　３年「３章  二次方程式」　　　　　◎十分満足と判断できる規準　　○おおむね満足と判断できる規準
	節
	項
	項の目標
	観　　点　　別　　学　　習　　状　　況　　の　　評　　価　　規　　準

	
	
	
	数学への関心・意欲・態度
	数学的な見方や考え方
	数学的な表現・処理
	数量・図形についての知識・理解

	１

二次方程式
	１  二次方程式とその解き方

	　二次方程式とその解の意味を理解し，平方根の意味にもとづいて二次方程式を解くことができる。
	◎新しい方程式に関心を持ち，二次方程式の解を，平方根の考えを使って解こうとする。
○平方根の意味にもとづいて二次方程式を解こうとする。
	◎平方根の意味にもとづいて，二次方程式を解く方法を導くことができる。
○平方根の意味にもとづいて，二次方程式を解く方法を考えることができる。

	◎平方根の考えを使って，二次方程式を解くことができる。
○平方根の考えを使って，簡単な二次方程式を解くことができる。
	◎二次方程式とその解，二次方程式を解くことの意味を説明することができる。
○二次方程式とその解，二次方程式を解くことの意味を理解している。

	
	２  二次方程式と因数分解

	　因数分解を用いて二次方程式を解くことができる。
	◎二次方程式を因数分解を使って解くことに関心を持ち，積極的に取り組もうとする。
○二次方程式を因数分解を使って解くことに関心を持つ。          
	◎左辺を因数分解し，「Ａ×Ｂ＝０ならばＡ＝０またはＢ＝０」を使って二次式を一次式に帰着させ，二次方程式の解を導くことができる。
○左辺を因数分解し，「Ａ×Ｂ＝０ならばＡ＝０またはＢ＝０」を使って二次方程式を解く方法を考えることができる。  

	◎因数分解を利用して，手際よく二次方程式を解くことができる。
○因数分解を利用して，二次方程式を解くことができる。               
	◎Ａ×Ｂ＝０ならばＡ＝０またはＢ＝０であることや，因数分解を利用した二次方程式の解き方を説明することができる。
○Ａ×Ｂ＝０ならばＡ＝０またはＢ＝０であることや，因数分解を利用した二次方程式の解き方を理解している。

	２

二次方程式の利用
	１　二次方程式の利用
	　二次方程式を問題解決に利用することができる。
	◎二次方程式を積極的に利用して，問題を解決しようとする。
○二次方程式を利用して，問題を解決しようとする。          
	◎数量の関係を的確にとらえ，二次方程式を利用して問題を解決し，その過程を振り返って考えることができる。
○二次方程式を利用して問題を解決し，その過程を振り返って考えることができる。
	◎二次方程式を利用して，手際よく問題を解決することができる。
○二次方程式を利用して，問題を解決することができる。

	◎二次方程式を利用して問題を解決する手順を説明できる。
○二次方程式を利用して問題を解決する手順を理解している。


評価規準表　３年「４章  関数ｙ＝ａｘ２」　　　　◎十分満足と判断できる規準　　○おおむね満足と判断できる規準
	節
	項
	項の目標
	観　　点　　別　　学　　習　　状　　況　　の　　評　　価　　規　　準

	
	
	
	数学への関心・意欲・態度
	数学的な見方や考え方
	数学的な表現・処理
	数量・図形についての知識・理解

	１

関数とグラフ
	１ 関数ｙ＝ａｘ２
	　ボールが落下する実験記録などから，事象の中にはｙ＝ａｘ２で表される関数関係があることを知り，その特徴を理解する。

	◎ボールが落下する実験記録から，一次関数で表せない関数があること，事象の中にはｙ＝ａｘ２で表される関数関係があることに関心を持つ。
○ボールが落下する実験記録から，一次関数で表せない関係があることに関心を持つ。  
	◎関数ｙ＝ａｘ２の値の変化や対応を表によって調べ，その特徴を明らかにすることができる。
○関数ｙ＝ａｘ２の値の変化や対応を表によって調べ，その特徴を考えることができる。
	◎事象の中から２乗に比例する関係を見いだし，手際よく式に表すことができる。
○２乗に比例する関係を，式に表すことができる。
	◎関数ｙ＝ａｘ２の意味を説明することができる。
○関数ｙ＝ａｘ２の意味を理解している。

	
	２ 関数ｙ＝ａｘ２のグラフ

	　関数ｙ＝ａｘ２のグラフとその特徴を理解し，グラフをかくことができる。
	◎関数ｙ＝ａｘ２のグラフに関心を持ち，そのグラフをかいて，特徴を明らかにしようとする。
○関数ｙ＝ａｘ２のグラフに関心を持ち，そのグラフをかこうとする。
	◎関数ｙ＝ａｘ２のグラフで，ａの値をいろいろとり，グラフの特徴を見いだすことができる。
○関数ｙ＝ａｘ２のグラフで，ａの値をいろいろとり，グラフの特徴をとらえることができる。
	◎関数ｙ＝ａｘ２のグラフを正確にかくことができる。
○関数ｙ＝ａｘ２のグラフをかくことができる。  
	◎放物線，放物線の軸，放物線の頂点の意味を理解し，関数ｙ＝ａｘ２のグラフの特徴をまとめることができる。
○放物線，放物線の軸，放物線の頂点の意味や，関数ｙ＝ａｘ２のグラフの特徴を理解している。

	２

関数ｙ∥ａｘ２の値の変化
	１ 関数ｙ＝ａｘ２の値の増減と変域

	　グラフから，関数ｙ＝ａｘ２のｙの増減を調べ，ｘの変域からｙの変域を求めることができる。
	◎関数ｙ＝ａｘ２ のグラフで，値の変化のようすに関心を持ち，いろいろな場合にわけてｙの値の増減を調べようとする。
○関数ｙ＝ａｘ２ のグラフで，値の変化のようすに関心を持ち，ｙの値の増減について調べようとする。
	◎関数ｙ＝ａｘ２について，ｙの値の増減を，ａの値やｘの範囲ごとに整理して調べ，変化のようすをまとめることができる。
○関数ｙ＝ａｘ２について，ｙの値の増減を，ａの値やｘの範囲ごとに調べ，変化のようすをとらえることができる。
	◎関数ｙ＝ａｘ２について，ｘの変域が与えられているとき，ｙの変域を手際よく求めることができる。
○関数ｙ＝ａｘ２について，ｘの変域が与えられているとき，ｙの変域を求めることができる。

	◎関数ｙ＝ａｘ２について，ｙの値の変化のようすを説明することができる。
○関数ｙ＝ａｘ２について，ｙの値の変化のようすを理解している。

	
	２ 関数ｙ＝ａｘ２の変化の割合

	　関数ｙ＝ａｘ２のとる値の変化の割合について調べ，一次関数との違いを明らかにする。
	◎関数ｙ＝ａｘ２の変化のようすに関心を持ち，変化の割合を一次関数と比較して調べようとする。
○関数ｙ＝ａｘ２の変化の割合を調べようとする。

	◎関数ｙ＝ｘ２の変化のようすを，一次関数と比較しながら表やグラフで観察し，変化の割合が一定でないことを導き，一次関数との違いを明らかにする。
○関数ｙ＝ｘ２の変化のようすを，一次関数と比較しながら表やグラフで観察し，変化の割合が一定でないことを導くことができる。
	◎関数ｙ＝ａｘ２の変化の割合を，手際よく求めることができる。
○関数ｙ＝ａｘ２の変化の割合を求めることができる。

	◎関数ｙ＝ａｘ２の変化の割合，一次関数との特徴の違いを説明することができる。
○関数ｙ＝ａｘ２の変化の割合，一次関数との特徴の違いを理解している。


	３

関数ｙ∥ａｘ２の利用
	１ 身のまわりの関数ｙ＝ａｘ２
	　身のまわりの事象の中から関数ｙ＝ａｘ２の関係を見つけ，それを利用して，問題を解決することができる。
	◎身のまわりの事象の中から関数ｙ＝ａｘ２の関係を見つけようとし，その関係を利用して問題を解決しようとする。
○身のまわりの事象の中から関数ｙ＝ａｘ２の関係を見つけようとする。
	◎身のまわりの事象から，関数ｙ＝ａｘ２の関係を見いだし，その関係を利用して問題を解決することができる。
○身のまわりの事象から，関数ｙ＝ａｘ２の関係を見いだすことができる。
	◎関数ｙ＝ａｘ２の関係になっている事象を的確に式に表したり，平均の速さを求めることができる。
○関数ｙ＝ａｘ２の関係になっている事象を式に表したり，平均の速さを求めることができる。
	◎関数ｙ＝ａｘ２の関係が，事象のどのような場面で用いられているかを十分に理解している。
○関数ｙ＝ａｘ２の関係が，事象のどのような場面で用いられているかを理解している。



評価規準表　３年「５章  図形と相似」　　　◎十分満足と判断できる規準　　○おおむね満足と判断できる規準
	節
	項
	項の目標
	観　　点　　別　　学　　習　　状　　況　　の　　評　　価　　規　　準

	
	
	
	数学への関心・意欲・態度
	数学的な見方や考え方
	数学的な表現・処理
	数量・図形についての知識・理解

	１

図形と相似
	１  相似な図形
	　図形の拡大・縮小の意味を知り，それをもとに図形の相似の意味と相似な図形の性質を理解する。
	◎形が同じで大きさが違う図形をつくることを通して相似な図形に関心を持ち，進んでその性質を調べたり，それを活用したりしようとする。
○形が同じで大きさが違う図形をつくることを通して相似な図形に関心を持ち，その性質を調べたり，それを活用したりしようとする。
	◎相似の概念を明らかにし，定義をもとに相似である２つの図形を観察し，相似な図形の性質を見いだすことができる。
○相似の概念を明らかにし，２つの相似な図形を観察して，相似な図形の性質を考えることができる。
	◎２つの図形が相似であることを，記号を使って正確に表したり，相似比や，対応する辺の長さを的確に求めることができる。
○２つの図形が相似であることを，記号を使って表したり，相似比や，対応する辺の長さを求めることができる。
	◎拡大・縮小の意味を知り，相似の意味，性質，相似比について十分に理解している。
○拡大・縮小の意味を知り，相似の意味，性質，相似比について理解している。

	
	２  三角形の相似条件
	　三角形の相似条件を知り，簡単な場合にそれを用いることができる。
	◎２つの三角形がどんな場合に相似になるかを考え，相似であることを確かめるのに，三角形の相似条件を利用しようとする。
○２つの三角形がどんな場合に相似になるかを考えようとする。

	◎三角形の相似条件を合同条件の考察をよりどころとして見いだすことができる。また，相似条件を用いて，２つの三角形が相似かどうかを考察することができる。
○相似条件を用いて，２つの三角形が相似かどうかを考察することができる。
	◎合同条件を参考にして，相似な三角形をかくことができる。また，三角形の相似条件を使って，２つの三角形が相似かどうか的確に判定できる。   
○合同条件を参考にして，相似な三角形をかくことができる。また，三角形の相似条件を使って，２つの三角形が相似かどうか判定できる。             
	◎三角形の相似条件を説明することができる。
○三角形の相似条件を理解している。

	
	３  相似条件と証明
	　三角形の相似条件を使って図形の性質を証明することができる。
	◎三角形の相似条件を証明の根拠として，図形の性質を証明することに関心を持ち，積極的に取り組もうとする。
○三角形の相似条件を使って，図形の性質を証明することに関心を持って取り組もうとする。
	◎相似条件のどれが使えるか見通しを持って，証明すべき２つの三角形を見つけ出すことができる。
○証明すべき２つの三角形を見つけ出すことができる。

	◎三角形の相似条件を用いて証明することができる。
○簡単な場合について，三角形の相似条件を用いて証明することができる。
	◎相似条件を用いた証明の進め方を十分に理解している。
○相似条件を用いた証明について理解している。 

	
	４　縮図の利用

	　縮図をかいて，２地点間の距離や建物の高さを求めることができる。
	◎相似の考えを用いると，直接測定しなくても間接的に距離などを求められることに関心を持ち，積極的に縮図を利用しようとする。
○相似の考えを用いると，直接測定しなくても間接的に距離などを求められることに関心を持ち，縮図を利用しようとする。
	◎直接測ることのできない２地点間の距離や建物の高さを求めるのに，見通しをもって適当な大きさの縮図を利用し，相似の考えを適用することができる。
○直接測ることのできない２地点間の距離や建物の高さを求めるのに，縮図を利用し，相似の考えを適用することができる。

	◎与えられた条件を満たす縮図がかけ，かいた縮図の辺の長さから実際の長さを手際よく求めることができる。
○与えられた条件を満たす縮図の辺の長さから，実際の長さを求めることができる。         
	◎実際の長さを求めるのに，縮図を利用できることを理解し，その求め方を説明できる。
○実際の長さを求めるのに，縮図を利用できることを理解している。

	２

平行線と線分の比
	１  平行線と線分の比
	　平行線と線分の比に関する性質を見いだし，それを活用することができる。
	◎平行線と線分の比に関心を持ち，平行線の性質や三角形の相似条件を用いて調べようとする。
○平行線と線分の比に関心を持ち，その性質を調べようとする。

	◎「線分の比と平行線」が「平行線と線分の比」の逆になっていることを理解し，それが正しいかどうかを考えることができる。
○「線分の比と平行線」が「平行線と線分の比」の逆になっていることを理解する。
	◎平行線と線分の比の性質を利用して，辺の長さを求めたり，その性質を使った証明ができる。
○平行線と線分の比の性質を利用して，辺の長さを求めることができる。

	◎平行線と線分の比に関する性質を説明することができる。
○平行線と線分の比に関する性質を理解している。    


	
	２  中点連結定理
	  中点連結定理を導き，それを用いて辺の長さを求めたり，図形の性質を証明したりすることができる。
	◎中点連結定理を用いて，積極的に図形の性質を明らかにしようとする。
○中点連結定理を用いて，図形の性質を明らかにしようとする。
	◎中点連結定理が，「線分の比と平行線」の特別な場合であると見ることができ，そのように見ることのよさがわかる。
○中点連結定理が，「線分の比と平行線」の特別な場合であると見ることができる。
	◎中点連結定理を使って，辺の長さを求めたり，図形の性質を証明したりできる。
○中点連結定理を使って，辺の長さを求めることができる。
	◎中点連結定理を説明することができる。
○中点連結定理を理解している。  


評価規準表　３年「６章  三平方の定理」　　　　　　◎十分満足と判断できる規準　　○おおむね満足と判断できる規準
	節
	項
	項の目標
	観　　点　　別　　学　　習　　状　　況　　の　　評　　価　　規　　準

	
	
	
	数学への関心・意欲・態度
	数学的な見方や考え方
	数学的な表現・処理
	数量・図形についての知識・理解

	１
三平方の定理
	１  三平方の定理

	　観察・操作を通し，三平方の定理を見いだし，それが証明できることを理解する。

  また，三平方の定理の逆について知る。
	◎いろいろな直角三角形について，各辺を１辺とする正方形をつくって三平方の定理を見いだし，どんな直角三角形についても成り立つかどうか，意欲的に調べようとする。
○三平方の定理を見いだし，どんな直角三角形についても成り立つかどうか，調べようとする。
	◎面積の間に成り立つ関係を一般的に示し，辺の長さの関係としてとらえなおすことができる。
○面積の間に成り立つ関係が，辺の長さの関係としてとらえられることを理解できる。
	◎三平方の定理を使って辺の長さを求めたり，三平方の定理の逆を使って直角三角形を指摘したりすることが的確にできる。
○三平方の定理を使って辺の長さを求めたり，三平方の定理の逆を使って直角三角形を指摘したりすることができる。
	◎三平方の定理とその逆の意味を説明することができる。
○三平方の定理とその逆の意味を理解している。

	２
三平方の定理の利用
	１  平面図形への利用

	　三平方の定理を利用して，正三角形の高さ，弦の長さ，２点間の距離などを求めることができる。
	◎正三角形の高さ，弦の長さ，２点間の距離などが，直接測らずに三平方の定理を利用して求められることに関心を示し，定理を進んで活用しようとする。
○正三角形の高さ，弦の長さ，２点間の距離などが，直接測らずに三平方の定理を利用して求められることに関心を示し，定理を活用しようとする。
	◎三平方の定理が適用できるように，長さを求める線分を１辺にもつ直角三角形を見いだすことができる。
○三平方の定理を適用するためには，長さを求める線分を１辺にもつ直角三角形を見いだせばよいことを理解できる。
	◎正三角形の高さ，弦の長さ，２点間の距離などを，三平方の定理を使って的確に求めることができる。
○正三角形の高さ，弦の長さ，２点間の距離などを，三平方の定理を使って求めることができる。
	◎平面図形において，三平方の定理を用いて長さが求められる場面を，十分に理解している。
○平面図形において，三平方の定理を用いて長さが求められる場面を，理解している。


	
	２  空間図形への利用
	　三平方の定理を利用して，直方体の対角線の長さ，正四角錐の高さや体積などを求めることができる。
	◎実際には見えない直方体の対角線の長さや正四角錐の高さなどが，三平方の定理を利用すれば求められることに関心を持ち，定理を進んで活用しようとする。
○実際には見えない直方体の対角線の長さや正四角錐の高さなどが，三平方の定理を利用すれば求められることに関心を持ち，定理を活用しようとする。
	◎三平方の定理が適用できるように，長さを求める線分を１辺にもつ直角三角形を，図形の中に見いだすことができる。
○三平方の定理を適用するためには，長さを求める線分を１辺にもつ直角三角形を図形の中に見いだせばよいことを理解できる。
	◎直方体の対角線の長さや正四角錐の高さなどを，三平方の定理を使って的確に求めることができる。

○直方体の対角線の長さや正四角錐の高さなどを，三平方の定理を使って求めることができる。
	◎空間図形において，三平方の定理を用いて長さが求められる場面を，十分に理解している。
○空間図形において，三平方の定理を用いて長さが求められる場面を，理解している。


